
価値デザイン社会

これからの知財戦略と「知的財産推進計画2020」
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目指す社会像

Society 5.0

脱 平 均
融 合
共 感

デジタルトランスフォー
メーションの加速

実現のための分野ごとの戦略

３
つ
の
柱

経済的価値にとどまらない多様な価値が包摂され、そこで多様な個
性が多面的能力をフルに発揮しながら、「日本の特徴」をもうまく
活用し、様々な新しい価値を作って発信し、世界の共感を得る社会

知的財産推進計画2019

ニュー・ノーマル
新型コロナを契機に進んだリモート化や行動変容が新型コロナ収束
後の新しい常態（ニュー・ノーマル）となる

無形資産からの価値創出
（文化産業等の支援）
知的財産の保護と利用のバ
ランス

サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムにより経
済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会

第3章 イノベーションエコシステム

第4章 クールジャパン戦略

第5章 コンテンツ・クリエーション・
エコシステム

第２章
知的財産推進計画2020

資料２
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１．はじめに
２．「ニュー・ノーマル」と知財戦略
（１）基本認識
（２）新型コロナウイルス感染拡大による影響と社会の変化
（３）ニュー・ノーマルに向けた知財戦略のあり方
（４）新型コロナ対策と本推進計画との関係

３．イノベーションエコシステムにおける戦略的な知財活用の推進
（１）創造性の涵養・尖った人材の活躍
（２）地域のエコシステム／中小・ベンチャー企業、大学及び農業分野における知財戦略の強化
（３）DXの推進、AI・データ等の利活用に向けて
（４）戦略的な標準の活用
（５）オープンイノベーションに向けた知財マネジメントの推進
（６）価値デザイン経営の考え方の普及と実践の促進
（７）戦略的な知財活用の社会実装に向けた環境整備

４．クールジャパン戦略の実行
（１）総論：ＣＪ関連分野の存続を図る
（２）個別分野：反転攻勢に向け、既存の施策を柔軟に活用

５．コンテンツ・クリエーション・エコシステムの構築
（１）デジタル時代のコンテンツ戦略
（２）模倣品・海賊版対策の強化
（３）デジタルアーカイブ社会の実現
（４）ロケーション撮影環境改善等を通じた国内外の映像作品支援

６．工程表
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